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Figure1横向 きの顔 文 字の例
証的研究は、主に2つ に分けることができると思われ































































































































































た友人 である時の 両 方で 、強 い怒 り喚 起 条件 の 方が 、
有 意 に 強 い 怒 りを喚 起 して い た(夙1,44)=28.17,
p<.01;双1,44)=8。66,p<.05)。このことから、怒り喚
起 の操 作 は成 功 したと考 えられる。
付 与 され た顔 文 字 に よる怒 り感 情 の 違 い
Figure3は、それぞれ の顔 文 字付 きのメー ルを受
け取った際に送 り手 に対 して感 じる怒 りの強 さの 条件
による違 いを示 したものである。文 脈 ×送 り手×顔 文字
を被 験 者 内要 因 とする3要 因分 散 分析 の結 果 、文脈
の主効 果(双1,22)=1925,Pく.01)、送 り手の 主効果
(双1,22)=48.59,〆.01)、使 用 した顔 文 字の 主効 果
(π1,66)=30.01,P<.01)、文 脈 と送 り手 の交 互作用
(∫〈1,22)=8.Ol,Pく.01)がそれぞ れ有 意 であったが、
その他 の 交互 作用 は有意 で はなかった。付 与 され た
顔 文字 にっいてRyan法 による多重 比較 を行 った結
果 、笑顔 が他の顔 文 字や顔 文字 なしに比 べて有意 に
怒 りを喚 起 してお り、謝 罪 しぐさが他 の顔 文字 や顔 文
字 なしよりも、より怒 りを鎮 めていた(α=.05)。
知 覚 され た 反 省 の 程 度 の 検 討
送 り手 に対 す る怒 りの変 化 の原 因を検 討 するため
に、付 与された顔 文字 によって 、知覚 された反 省 の程
度 に違いが見 られるかどうかを検討 す る。Figure4に
は、それ ぞれ の顔 文 字 付 きのメー ル を受 け取 った際
に、送 り手がどの程 度反 省 していると受 け手 側 が受 け
取 られ るか につ いて、条 件 による違い を示 した。反省
の程 度 につ いて 、怒 りを喚起 した文脈 ×送 り手 ×顔 文
字 を被 験 者 内要 因 として分 散 分 析 を行 った結 果 、文
脈 の主効 果 は有意 ではなく、送 り手(π1,22)=25.69,
〆.01)、使 用 した顔 文字(π1,22)=22.91,P`(.01)
の各 主効 果 が有 意であった。使 用 した顔 文 字 の要 因
につ いてRyan法 による多重 比較 の結果 、他 の条 件
に比 べて 、笑顔 が有 意 に反 省 していな いと捉 えられ
ていた(α=.05)。また 、文 脈 と顔 文 字の 交互 作用(夙3,






Figure3受け取った顔文字ごとの怒 りの 強さの 変化量
の平均と標 準偏 差
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(F(3,66)=5.33,P<.01)が有 意 であった。文脈 と顔
文 字 の 交互 作 用 につ い て、単純 主 効 果 の検 定 の結
果 、涙顔 と謝 罪 しぐさの付 与 されたメール は、強 い怒
り喚起 条 件 の時 に比 べて 、弱 い怒 り喚 起条 件 の時 に、
より反 省 して いると感 じられ てい た(双1,88)=7.17,
〆.01;双1,88)=6.58,p<.05)。また、強い怒 り喚起
条 件 と弱い怒 り喚起 条件 の両 方で 、顔 文 字の 違 いに
よって知 覚 された反省 の程 度 に違 いが見られた(1+(3,
132)=26.43,p<.01;π3,132)=13.50,p<.01)。多
重 比較 の 結 果、強 い怒 りを喚起 条件 で は、笑 顔 が他
の顔 文字 に比べ て有 意に反 省 していないと思 われ て
いるの に対 し、弱い 怒 り喚起 条件 では、それ に加 えて、
顔 文字 なしよりも、謝 罪 の顔 文 字が付 与 された方 が、
有 意に反省 していると思 われ ていた(α=.05)。また、送
り手 と顔 文字 の 交互 作 用 につ いて 、単純 主効 果 の検
定 の結 果 、涙顔 ・謝罪 しぐさ・顔 文字 な しの謝 罪 メー
ル は 、イ中の悪 くなった友 人 に比 べ て、仲 の 良 い友 人
の 時 に は 有 意 に よく反 省 して い ると思 わ れ て い た
(∫て1,88)=22.09,P`く。01;」Fて1,88)=23.27,P<.01;
双1,88)=5.53,」〆.05)。また 、仲の 良い友 人 の時 と
仲 の悪 くなった友人 の 時の 両方 で顔 文 字 の違 いによ
る反 省 具 合 の違 い が見 られ た(π3,132)=27.56,
p<.01;夙3,132)=11.26,Ix.01)。多重比 較の結 果 、
仲 の悪 くなった友 人 では 、笑顔 の時 に比 べ て、他 の
顔 文字 の 時 に有意 に反 省 していると思 われていたが 、
仲 の良 い友 人 の時 で は、それ に加 えて、顔 文 字 なし
よりも謝 罪 しぐさの方 が有 意 によく反省 していると思わ
れていた(a=.05)。
親 しみ や す さの 検 討
また、メー ル によって受 け手 が持 つ 、送り手 の印 象
がどう変わったかを検 討 するために、Figure5にそれ
ぞれ の顔 文 字 付 きのメール を受 け取った 際 に送 り手
に対 して感 じる親 しみや す さの 条件 による違 いを示 し
た。親 しみや すさにつ いて、怒 りを喚起 した文脈 ×送り
手×顔 文 字 を被 験 者 内 要 因とす る3要 因分 散 分析 の
結果 、怒 りを喚起 した文脈(F(1,22)=11.15,Fく.01)、
送 り手(F(1,22)=18.28,x.01)、使 用 した顔 文 字
(夙1,66)=427,Pく.01)の各 主 効果 が有 意 であり、
仲の 良い友 人からのメール は 、仲の悪 くなった友 人か
らのメー ル に比 べ て、より親 しみや す い と感 じられ て
いた。また、怒 りを喚起 した文 脈 と顔 文 字 の交互 作用
が有意 であった(夙3,45)=2.80,」〆 。05)。単純 主効
果 の検 定 を行 った結 果 、笑 顔 ・涙 顔 ・謝 罪 しぐさは、
強い怒 り喚 起 条件 に比 べて弱い怒 り喚 起条 件 の時 に、
































×顔 文字 を被 験者 内要 因とす る3要 因 の分 散分 析 を
行 なった結 果 、怒 りを喚起 した文脈(双1,22)=11.56,
P<.01)、送 り手(双1,22)=30.75,P<.01)、付 加 され
た顔 文字(π3,66)=14.14,丿〆.01)のそれぞれ の主
効果 が有 意 であった。また 、怒 りを喚 起 した文 脈 と付
加 され た顔 文 字の交 互作 用(亙3,66)=5,65,Pく.01)、
送 り手と顔 文字 の交 互作 用(夙3,66)=2.75,2〆.05)
も有 意 であった。文脈 と顔 文 字 の交 互作 用 につ い て、
単純 主効 果 の検 定 の結果 、強 い怒 り条件 の時 に比 べ
て 、弱い怒 り条件 の時 の涙顔 や 謝罪 しぐさは 、礼儀 正
しいと判断 されていた(F(1,88)=19.91,P<,01;夙1,
88)=14.12,〆.01)。しか し、顔 文 字 なしと笑 顔 で は
怒りを喚 起 した文脈 による、礼儀 正 しさの有 意 な違 い
は見 られ なかった。また、強 い怒 り喚 起 条件 と弱 い怒
り喚 起 条 件 の 両方 で 、顔 文 字 によって喚 起 され る礼
儀 正 しさが異 なっていた(夙3,132)=17.35,1〆.01;
F(3,132)=8.86,〆.01)。多重 比 較の結 果 、強 い怒
り条件 で は 、謝罪 しぐさが笑 顔 より有 意 に礼儀 正 しい
と判 断され たのみ であったが 、弱 い怒 り条 件で は 、そ
れ に加 えて、顔 文 字なしよりも、謝罪 しぐさの顔 文 字 が
あ った 方 が 、有 意 に礼 儀 正 しい と判 断 され て い た
(α=.05)。また 、送り手と顔 文 字 の交互 作用 について、
単純 主効 果 の検 定 の結果 、仲 の悪くなった友 人 の時
に比べ て、仲 の良い友 人 から送 られてきた涙顔 ・謝 罪
しぐさの顔 文 字付 きメール 、お よび顔 文字 な しのメー
ル は 、よ り礼 儀 正 しい と判 断 され て い た(夙1,
88)=19.50,P<.01;F(1,88)=22.02,P`く.01,jFて1,
88)ニ10.08,」〆.01)。また 、仲 の 良い友 人 、仲 の悪 く
なった友 人 の 両方 の 場 合 で 、顔 文 字 によって感 じら
れ る礼 儀 正 しさが異 な って い た(双3,132)ニ16。66,
〆.01;双3,132)=7.97,Pく.01)。多重 比較 の結果 、
ともに笑 顔 が、ほ かの顔 文字 や顔 文 字な しに比 べ て
礼儀 正しくないと判 断され てい た(a=.05)。
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Effects of emoticon with an apologetic message on the receiver's feelings 
Ayumu ARAKAWA (Graduate School of Literature, Doshisha University) 
Naoto SUZUKI (Department of Literature, Doshisha University) 
   Although emoticon is used with verbal messages to communicate, effects of emoticon on the receiver's 
feelings is not clear. In the current study, the focus was placed on clarifying the effects of the sender's 
non-verbal behavior and the context on the receiver's feelings when the message is an apologetic E-mail "I 
am sorry" with emoticon. Four conditions were investigated: no emoticon and three kinds of emoticon, 
that is, a smiling face  (-:), a tearful face  (;_;) and an apologetic gesture  mL  pm. Each time an E-mail 
message was received, twenty eight college students were asked to report their feelings towards the 
sender in terms of anger, friendliness, politeness and any indication of the sender's remorsefulness. As a 
result, the message contained an apologetic gesture decreased the receiver's angry than no emoticon. This 
result indicates that emoticon is not only expression of emotion, but also affects the receiver's feelings. 
 Keywords: nonverbal communication, context, emoticon, emotion
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